
平成23年度総合型地域スポーツクラブ広報誌

（財）北海道体育協会総合型クラブ育成グループ 13第 号

編集後記

お知らせ　 お願い＆

　平成23年度は多くの総合型クラブの皆さまにご加入いただきあり
がとうございます。当協会は、活動される皆様がご利用しやすい
スポーツ安全保険を目指し、今後とも内容の改善・充実に取り組み
ます。総合型クラブの一層の充実・発展を願いつつ、スポーツ安全
保険の更なるご利用をお待ちしております。 （佐藤卓也事務局長）

スポーツ安全保険

北 海 道 体 育 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ 内 に
北海道内の総合型クラブの

※写真は、北海道体育協会ホームページの道内総合型クラブ紹介ページより引用しました。
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平成24年3月現在、116のクラブが設立され、18のクラブが設立準備を進めています。
クラブ間の連絡や情報収集など、クラブづくりやクラブ運営にご活用ください。

情報　 公開していますを

創設支援
スポーツを通して地域づくり!!

北海道体育協会ホームページのリニューアルと
道内の総合型クラブの紹介ページの開設
　このたび、北海道体育協会のホームページを全面的
にリニューアルしました。 
　新しいホームページでは、道内総合型クラブの活動
状況の閲覧が可能になっていますので、ぜひ、ご覧いた
だき活用してください。現在、原稿をいただいた29クラブ
を掲載しておりますが、未掲載のクラブは早めに原稿
をお寄せください。随時、更新しています。
　また、掲載されているクラブは、内容の変更が生じた場合
や写真の更新など速やかにメールでお知らせください。 

　自立支援事業助成を受けるためには、クラブマネ
ジャー又はアシスタントマネジャーの有資格者を配置
することが条件となっています。
　また、平成24年度の取り扱いでは、助成申請初年度の
クラブに限り、当該年度受講も認めらていましたが、平成
25年度以降は、この特例措置が認められなくなる可能
性がありますので、設立準備段階での資格取得者育成
を心がけてください。

アシスタントマネジャー有資格者の育成

連絡先（生涯スポーツ課内　総合型クラブ育成グループ）

総合型クラブ普及市町村訪問を予定しています。

～いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも～
みんなで創る・みんなで楽しむ・まちのコミュニティづくり！

　既存の枠組みや考え方にとらわれず、自ら楽しみ、できる
ことからクラブづくりを始めてみませんか。

　総合型クラブ普及のため道体協クラブ
育成アドバイザーが道内市町村に「総合
型クラブ」の説明に伺います。
　訪問の折はよろしくお願いします。

財団法人 スポーツ安全協会北海道支部
TEL＆FAX 011-820-1709

傷害保険 賠償責任保険 突然死葬祭費用保険

みなさまの安全・安心を
サポートする！

小さな掛金・
大きな補償！

砂川市・・・・・・・・・・・・・・
由仁町・・・・・・・・・・・・・・
江別市・・・・・・・・・・・・・・
小樽市・・・・・・・・・・・・・・
津別町・・・・・・・・・・・・・・
新得町・・・・・・・・・・・・・・
清水町・・・・・・・・・・・・・・
札幌市（豊平区）・・・・・・
札幌市（中央･西区）・・・
札幌市（真駒内地区）・・
札幌市（常盤中学校区）

総合型クラブ　BG８  
由仁スポーツクラブ
文京台総合型スポーツクラブ
おたる総合スポーツクラブ
つべつスポーツクラブ
しんとく総合型地域スポーツクラブ
清水町総合型地域スポーツクラブ
Vortex スポーツクラブ
RISEJC 総合型地域スポーツクラブ
（仮）真駒内スポーツクラブ
SORAスポーツクラブ

当麻町・・・・・・・・・・・・・・
訓子府町・・・・・・・・・・・・
札幌市（北区）・・・・・・・・

とうまスポーツクラブ
訓子府総合型地域スポーツクラブ
札幌オールカマースポーツ倶楽部

新規
クラブ

継続
クラブ

14クラブ!

　道体協HPへの“クラブ紹介ページ”の原稿をいただいた
クラブの皆様には、今回のHPリニューアルが全ての分野
にわたって行われ、内容が膨大で非常に時間がかかった
ため掲載がおくれ大変ご迷惑をおかけしました。申訳
ありません。皆さんから親しまれるHPにしたいと思い
ます。ご意見・ご要望をお寄せください。

［情報ステーション］第13号
■仕上がりA4×4P（W210×H297）

平成24年3月30日発行 ［1］平成24年3月30日発行［4］

ーお気軽にお問い合わせ･ご相談ください。ー

平成24年度は、新規11クラブと継続3クラブがtoto助成
を活用して、それぞれのクラブの理念づくり、設立準備を

進めます。
　設立を目指すクラブの基盤組織は、体育協会、スポーツ少年
団など関係団体が中心･集まって始めるクラブから地域

住民が集まってゼロから設立を
スタートさせるクラブなど、それ
ぞれの思いがありますが、スポーツ
を通してふれあえる地域づくりが
期待されます。スポーツ振興くじ助成事業



5月19日（土）・20日（日）
6月2日（土）
6月3日（日）
6月9日（土）

6月23日（土）・24日（日）
7月21日（土）・22日（日）

10月13日（土）
11月10日（土）・11日（日）
11月24日（土）・25日（日）

11月25日（日）

第6回全国スポーツクラブ会議
総合型地域スポーツクラブ創設準備連絡会議
総合型地域スポーツクラブ連携促進合同会議
北海道ネット総会・第1回情報交換会議
創設支援クラブ担当者会議（前期）

コーディネーショントレーニング ブロンズライセンスセミナー
創設支援クラブ担当者会議（後期）
アシスタントマネジャー養成講習会

クラブミーティング2012
北海道ネット第2回情報交換会議

実行委員会

日本体育協会

日本体育協会

北海道ネット

北海道体育協会

北海道ネット

北海道体育協会

北海道体育協会

日本体育協会

北海道ネット

開催地：和歌山県田辺市

開催地：東京都（創設支援クラブ対象）

開催地：東京都（自立支援クラブ対象）

開催地：札幌市中島体育センター

専門科目

実 施 予 定 日 事 業 名 主 管 備 考

　H23前期では、ぬまたエンジョイSC「Numap」赤井圭二氏から「総合型クラブ
創設・運営に向けたマスタープラン」と「クラブ活動の様子」を学びました。
　マスタープランは、クラブ設立後の運営や地域のスポーツ環境などの長期
的、総合的な視点を持ったビジョンを明らかにすることです。地域の現状と課題
を整理し、5年後、10年後のクラブを見つめ、クラブの基本理念を実現するために
取り組んでいる具体的事例の説明がありました。
　また、会議では、前期・後期を通してクラブ運営の情報交換や経理処理の要点
などについて、交流・確認を行いました。 赤井圭二氏の講演

6月25日（土）・26日（日）前期 札幌市  北海道立総合体育センター

10月9日（日）後期 札幌市  北海道立総合体育センター

創設支援クラブ担当者会議

11月18日（金）・19日（土）
札幌市  北海道立総合体育センター

　11月に開催されたクラブミーティングでは、第1日目が
創設支援クラブ対象で、「本音で語ろう、クラブの課題」を
テーマに2グループに分かれてグループディスカッションを
行いました。第2日目では主に自立支援クラブと北海道
ネット加入クラブを対象に3つのブースを30分のサイクルで
巡るブースウォークで、「地域課題とどう向き合うか」を
テーマにクラブ発表と参加者との質疑応答が行われました。
　なお、年2回（6月・11月）開催されていたクラブミーティング
が年1回の開催となりました。そのため、5月に創設支援と
自立支援の助成を受けている全国のクラブ関係者が東京
都に集まり、総合型クラブ設立に向けて松田雅彦中央企画
班長の講演と日本体育協会担当者からクラブ運営に係る
会計処理の説明を受けました。

ブース

『地域コミュニティの再生』
島崎鶴松氏
（とまこまい・ぬま・あそび塾）
磯田大治氏
（スポーツコミュニティのぼりべつクラブ♨おにスポ）
高橋信行氏
（なかがわスポーツクラブ）

発
表
者

ブース

『子どもの体力問題』
井上諭一氏
（枝幸三笠山スポーツクラブ「エムスク」）
鹿内元暢氏
（るもいスポーツクラブ「このゆびとまれ」）

発
表
者

ブース

『女性の活躍の場を拡げる』

藤井麻美氏
（ぬまたエンジョイスポーツクラブNumap）

岡部雅美氏
（羅臼スポーツクラブらいず）発

表
者

クラブミーティング2011 

■主催：第５回全国スポーツクラブ会議実行委員会
■主管：標津町実行委員会（代表：標津SC「すぽっと」）

テーマ『「故郷」～がんばろうニッポン、今必要なスポーツクラブの力～』

　北海道で始めて総合型クラブの全国会議が開催されました。
　根室管内の総合型クラブを中心に北海道ネットに加入している多くのクラブ
や標津町･町内団体等の協力を得て、諸準備が行われました。 
　会議には、全国33都道府県から318名が集い、「東日本大震災」復興支援を含めた
多くのプログラムが組まれ、参加者にとって非常に有意義な時間となりました。 

10月15日（土）・16日（日）標津町生涯学習センター ほか

「第5回 全国スポーツクラブ会議 in 標津」

6月3日（金）総会・第1回情報交換会議 札幌市  北海道立総合体育センター

10月14日（金）第1回クラブ指導者会議 標津町  生涯学習センター

11月19日（土）第2回情報交換会議 札幌市  北海道立総合体育センター

　北海道ネット事業として
は、各クラブ間の情報交換と
相互交流を深めるため、6月
総会修了後、「スナッグゴルフ」
を学びながら第1回情報交換
会議が開催され、11月には
第2回目が開催され、「笑い
ヨガ」を学びながら情報交流
の輪を広げました。

10月、標津町で開催された
全国スポーツ会議に来道した
福島大学教授黒須充氏の講演と
情報交換会議を開催しました。

講師：橋立幸宏氏
PGA北海道プロゴルフ会幹事

スナッグゴルフ
講師：菅原登美枝氏
桜が丘ひぶなクラブ（釧路市）

笑いヨガ

総合型地域スポーツクラブ  北海道ネット事業

12月3日（土）・4日（日）
札幌市  北海道立総合体育センター

■主催：北海道体育協会  ■主管：北海道ネット  ■協力：当別町総合型地域スポーツクラブ

　自立支援助成を予定しているクラブ関係者
など80名が受講し、全員が検定試験に合格
しました。それぞれのクラブでのご活躍を
期待しています。　NPO法人日本コーディネーショントレーニング協会の講師を

招いて、60名が受講しました。
　参加者は、ボールなどを使った
多様な動作やゲーム的動きからの
反応･分化能力を理解しながら実技
指導を体験しました。
　COTを活用した子どもたちの
体力向上の効果が期待されます。

※　検定試験に合格しても資格取得になれません。
　資格取得申請書を北海道体育協会に提出し、   
　登録手続きを忘れずに行ってください。
　　日体協の資格登録時期は年2回（4月・10月）と
　定められています。

資格取得申請書の提出と登録について
・3月15日までに道体協に提出→10月1日登録
・9月15日までに道体協に提出→翌年4月1日登録

当別町　白樺コミュニティーセンター
10月29日（土）・30日（日）ブロンズライセンスセミナー

10月28日（金）学ぶ会

「コーディネーショントレーニング」学ぶ会・
ブロンズライセンスセミナー in 北海道

アシスタントマネジャー
養成講習会

［情報ステーション］第13号
■仕上がりA4×4P（W210×H297）

平成24年3月30日発行 ［3］平成24年3月30日発行［2］

＊実施日は予定日ですので、
　変更になる場合があります。
＊事業主管者の開催案内に
　より参加者を報告してください。

平成24年度
総合型クラブ
関係事業の予定

平成23年度 総合型クラブ関係実施事業を振り返って
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を学びながら第1回情報交換
会議が開催され、11月には
第2回目が開催され、「笑い
ヨガ」を学びながら情報交流
の輪を広げました。

10月、標津町で開催された
全国スポーツ会議に来道した
福島大学教授黒須充氏の講演と
情報交換会議を開催しました。

講師：橋立幸宏氏
PGA北海道プロゴルフ会幹事

スナッグゴルフ
講師：菅原登美枝氏
桜が丘ひぶなクラブ（釧路市）

笑いヨガ

総合型地域スポーツクラブ  北海道ネット事業

12月3日（土）・4日（日）
札幌市  北海道立総合体育センター

■主催：北海道体育協会  ■主管：北海道ネット  ■協力：当別町総合型地域スポーツクラブ

　自立支援助成を予定しているクラブ関係者
など80名が受講し、全員が検定試験に合格
しました。それぞれのクラブでのご活躍を
期待しています。　NPO法人日本コーディネーショントレーニング協会の講師を

招いて、60名が受講しました。
　参加者は、ボールなどを使った
多様な動作やゲーム的動きからの
反応･分化能力を理解しながら実技
指導を体験しました。
　COTを活用した子どもたちの
体力向上の効果が期待されます。

※　検定試験に合格しても資格取得になれません。
　資格取得申請書を北海道体育協会に提出し、   
　登録手続きを忘れずに行ってください。
　　日体協の資格登録時期は年2回（4月・10月）と
　定められています。

資格取得申請書の提出と登録について
・3月15日までに道体協に提出→10月1日登録
・9月15日までに道体協に提出→翌年4月1日登録

当別町　白樺コミュニティーセンター
10月29日（土）・30日（日）ブロンズライセンスセミナー

10月28日（金）学ぶ会

「コーディネーショントレーニング」学ぶ会・
ブロンズライセンスセミナー in 北海道

アシスタントマネジャー
養成講習会

［情報ステーション］第13号
■仕上がりA4×4P（W210×H297）

平成24年3月30日発行 ［3］平成24年3月30日発行［2］

＊実施日は予定日ですので、
　変更になる場合があります。
＊事業主管者の開催案内に
　より参加者を報告してください。

平成24年度
総合型クラブ
関係事業の予定

平成23年度 総合型クラブ関係実施事業を振り返って



平成23年度総合型地域スポーツクラブ広報誌

（財）北海道体育協会総合型クラブ育成グループ 13第 号

編集後記

お知らせ　 お願い＆

　平成23年度は多くの総合型クラブの皆さまにご加入いただきあり
がとうございます。当協会は、活動される皆様がご利用しやすい
スポーツ安全保険を目指し、今後とも内容の改善・充実に取り組み
ます。総合型クラブの一層の充実・発展を願いつつ、スポーツ安全
保険の更なるご利用をお待ちしております。 （佐藤卓也事務局長）

スポーツ安全保険

北 海 道 体 育 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ 内 に
北海道内の総合型クラブの

※写真は、北海道体育協会ホームページの道内総合型クラブ紹介ページより引用しました。

■成り立ち
■名前の由来
■地域の紹介
■活動の特徴  etc.

クラブ名
クラブHP

に
リンク

総合型クラブ紹介ページ掲載内容

活動内容

活動場所

会員数

入会金

会費

連絡先 ホーム
ページ

活動写真

平成24年3月現在、116のクラブが設立され、18のクラブが設立準備を進めています。
クラブ間の連絡や情報収集など、クラブづくりやクラブ運営にご活用ください。

情報　 公開していますを

創設支援
スポーツを通して地域づくり!!

北海道体育協会ホームページのリニューアルと
道内の総合型クラブの紹介ページの開設
　このたび、北海道体育協会のホームページを全面的
にリニューアルしました。 
　新しいホームページでは、道内総合型クラブの活動
状況の閲覧が可能になっていますので、ぜひ、ご覧いた
だき活用してください。現在、原稿をいただいた29クラブ
を掲載しておりますが、未掲載のクラブは早めに原稿
をお寄せください。随時、更新しています。
　また、掲載されているクラブは、内容の変更が生じた場合
や写真の更新など速やかにメールでお知らせください。 

　自立支援事業助成を受けるためには、クラブマネ
ジャー又はアシスタントマネジャーの有資格者を配置
することが条件となっています。
　また、平成24年度の取り扱いでは、助成申請初年度の
クラブに限り、当該年度受講も認めらていましたが、平成
25年度以降は、この特例措置が認められなくなる可能
性がありますので、設立準備段階での資格取得者育成
を心がけてください。

アシスタントマネジャー有資格者の育成

連絡先（生涯スポーツ課内　総合型クラブ育成グループ）

総合型クラブ普及市町村訪問を予定しています。

～いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも～
みんなで創る・みんなで楽しむ・まちのコミュニティづくり！

　既存の枠組みや考え方にとらわれず、自ら楽しみ、できる
ことからクラブづくりを始めてみませんか。

　総合型クラブ普及のため道体協クラブ
育成アドバイザーが道内市町村に「総合
型クラブ」の説明に伺います。
　訪問の折はよろしくお願いします。

財団法人 スポーツ安全協会北海道支部
TEL＆FAX 011-820-1709

傷害保険 賠償責任保険 突然死葬祭費用保険

みなさまの安全・安心を
サポートする！

小さな掛金・
大きな補償！

砂川市・・・・・・・・・・・・・・
由仁町・・・・・・・・・・・・・・
江別市・・・・・・・・・・・・・・
小樽市・・・・・・・・・・・・・・
津別町・・・・・・・・・・・・・・
新得町・・・・・・・・・・・・・・
清水町・・・・・・・・・・・・・・
札幌市（豊平区）・・・・・・
札幌市（中央･西区）・・・
札幌市（真駒内地区）・・
札幌市（常盤中学校区）

総合型クラブ　BG８  
由仁スポーツクラブ
文京台総合型スポーツクラブ
おたる総合スポーツクラブ
つべつスポーツクラブ
しんとく総合型地域スポーツクラブ
清水町総合型地域スポーツクラブ
Vortex スポーツクラブ
RISEJC 総合型地域スポーツクラブ
（仮）真駒内スポーツクラブ
SORAスポーツクラブ

当麻町・・・・・・・・・・・・・・
訓子府町・・・・・・・・・・・・
札幌市（北区）・・・・・・・・

とうまスポーツクラブ
訓子府総合型地域スポーツクラブ
札幌オールカマースポーツ倶楽部

新規
クラブ

継続
クラブ

14クラブ!

　道体協HPへの“クラブ紹介ページ”の原稿をいただいた
クラブの皆様には、今回のHPリニューアルが全ての分野
にわたって行われ、内容が膨大で非常に時間がかかった
ため掲載がおくれ大変ご迷惑をおかけしました。申訳
ありません。皆さんから親しまれるHPにしたいと思い
ます。ご意見・ご要望をお寄せください。

［情報ステーション］第13号
■仕上がりA4×4P（W210×H297）

平成24年3月30日発行 ［1］平成24年3月30日発行［4］

ーお気軽にお問い合わせ･ご相談ください。ー

平成24年度は、新規11クラブと継続3クラブがtoto助成
を活用して、それぞれのクラブの理念づくり、設立準備を

進めます。
　設立を目指すクラブの基盤組織は、体育協会、スポーツ少年
団など関係団体が中心･集まって始めるクラブから地域

住民が集まってゼロから設立を
スタートさせるクラブなど、それ
ぞれの思いがありますが、スポーツ
を通してふれあえる地域づくりが
期待されます。スポーツ振興くじ助成事業


